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教 員 氏 名   渡辺 恒二 

取 得 学 位   医学博士 

現在の身分  基礎医学系生体防御学領域 教授 

（役職名） 

専 門 分 野   寄生虫疫学、寄生虫診断学、寄生虫病態学 

現在の研究課題  国内で性感染症として流行する赤痢アメーバに対する疫学戦略, 赤痢ア

メーバの抗原診断薬の開発、 腸管寄生虫症の診断体制整備 

所 属 学 会   日本内科学会 (指導医)、日本感染症学会 (指導医, 評議員)、日本

エイズ学会、日本寄生虫学会 

研究内容 

 

従来、赤痢アメーバ症は、上下水道などのインフラ設備が不十分な発展途上国でのみ、流行すると考えられてま

した。しかし、赤痢アメーバ症は、21 世紀以降の日本でも、増加傾向にあります。渡辺教授らのグループは、日本

国内では、赤痢アメーバ症が性感染症として増加し、HIV 感染者、男性同性間性的接触者、性風俗で従事す

る女性らは、高い感染リスクに晒されていることが明らかにしてきました。このように、赤痢アメーバ症の国内感染拡

大、死亡例の増加を受けて、国内での診断体制整備 (2021 年糞便抗原検査および 2024 年血清抗体検査の

薬事承認)を主導し、無症候性持続赤痢アメーバ感染者を標的にした疫学戦略の構築、血清迅速診断薬の

開発などの研究を行っています。他にも、基礎・臨床・疫学を問わず、腸管原虫症の諸問題を解決するため、国

内外の施設と、様々な共同研究を行っています。詳細は、教室ホームページをご覧ください。 
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